
はじめに 
 

 

 南九州から南西諸島にわたる地域では，豪雨，台風，火山噴火，地震等に起因する様々な自然

災害（風水害，土砂・地盤災害，火山噴火・地震災害，津波災害等）が発生しています。近年の

気候変化に伴い，記録的な豪雨が各地で発生し，山地では表層崩壊だけでなく基盤岩も一緒に崩

れる深層崩壊と呼ばれる大規模崩壊が発生し，甚大な土砂災害を引き起こすケースが目立つよう

になってきました。火山活動の活発な桜島では，いずれ大噴火する可能性が指摘されており，そ

れに連動した地震や津波の発生も懸念されています。また，平成 23年に 300年ぶりのマグマ噴火

をおこした霧島火山・新燃岳は，現在も活動を継続しています。再び噴火し，多量の降灰に見舞

われれば，土石流・洪水災害が広い範囲で発生する可能性があります。さらに，東日本大震災以

降，日本各地で地震が多発するようになり，全国的な想定地震規模の見直し作業が進められてい

ます。南九州から南西諸島にかけても，海溝型あるいは直下型地震が発生し，それらによる地震・

土砂災害や津波災害などの複合災害の発生が予想されています。こうした新たな事態に対応した

地域防災体制の確立と，それを支える総合的防災研究の推進が社会的にも強く求められています。 

このような事態に対応するため，本事業では全学の英知を結集し，新たな地域防災体制の確立

を目指す活動を推進いたします。初年度にあたる今年度は，平成 24年 10月 6日に市民の防災意

識の高揚と地域の防災力向上を考える機会として，地域防災教育研究センター１周年企画シンポ

ジウム「地域防災力の向上を考える」を，また平成 25年 1月 11日には「津波防災シンポジウム

－東日本大震災後の津波減災・防災を考える－」を開催しました。このようなシンポジウムとは

別に，総合大学としての特徴を生かした広い視点からの防災に関するプロジェクト研究を推進し

ました。本報告書は，そのプロジェクト研究の成果をまとめたものであり，巻末には上述した 2

シンポジウムの記録も収録しています。 

本事業を実施するにあたり，吉田浩己学長をはじめ大学当局には大変お世話になりました。こ

こに記して深く感謝いたします。 
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